
教科：公  民 科目：政治・経済 

学習指導要領 都立板橋高校 学力スタンダード 
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ア 民主政治の基本原理と日本国憲法 

現代の日本の政治及び国際政治の動向について

関心を高め、基本的人権と議会制民主主義を尊重

し擁護することの意義を理解させるとともに、民

主主義の本質について把握させ、政治についての

基本的な考え方を身につけさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 現代の国際政治 

国際社会の変遷、人種、国家主義、領土などに

関する国際法の意義、国際連合をはじめとする国

際機構の役割、我が国の安全保障と防衛及び国際

・民主政治が確立するまでには、長い歴史があった

ことを理解する。 

・社会契約説の基本的な考え方を理解し、民主政治

と国家の在り方について、個人と国家の関係の視

点から考察する。 

・日本国憲法が保障する基本的人権は、どのように

発達してきたのか考える。また、保障されている

人権の種類と内容を理解する。 

・民主主義における選挙の意義を理解する。国民主

権と選挙制度の関わりを理解し、日本の選挙制度

の特色を考える。 

・日本国憲法前文や第９条を踏まえて、日本の平和

主義について考える。 

・日本国憲法の条文を踏まえて、日本国憲法の大き

な特徴である、国民主権と象徴天皇制について理

解する。 

・内閣の担当する権限を理解し、さらに日本の行政

機構を理解する。議院内閣制の仕組みを理解す

る。行政の民主化を実現するために私たちはどう

したらよいかを考える 

・政治参加の重要性について理解し、新聞やニュー

スなどを通じて、現実の政治の動きについて関心

を深める。 

・日本国憲法第 13 条について正しく理解し、個人

の生命・自由及び幸福追求の権利は最大限尊重さ

れなければならないことを知る。 

・私たちの生活と裁判所の関わりを身近な経験から

理解する。司法権の独立の必要性を過去の事例や

判例から理解する。憲法の番人として最高裁判所

の役割を理解する。また、司法制度改革の一環と

して裁判員制度が導入されたことを理解する。 

・人間の尊厳は、一人一人の人間が自己のあり方を

理性的自立的に決めるところにあることを理解

する。市民社会に生きる人間として同じ尊厳性を

持つ他者のことを考えることの重要性について

考える。 

・社会生活の中における、自由・権利と責任・義務

の関係についての重要性について理解する。 

 

 

・国際社会の成り立ちと、近年のグローバル化につ

いて理解する。また、現代のグローバル社会が、

人、商品、資本、情報などが国境を越えて自由に

移動し、国際的な相互依存関係が深まる中で形成

 「幸福、正義、公正」などの考え方が、現代社会

の諸課題を考察するための基盤であることを理解

する。例えば、生命・情報・環境の問題では、自己

の幸福の追求が、時として他者や他の集団、あるい

は社会全体の幸福と対立することがあることを理

解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・青年期の意義について広く理解するとともに、青

年期の心理を自己に当てはめて考察し、欲求不満

や葛藤などにより心の安定が脅かされた場合、自

我を無意識に守る働きがあるということを理解

する。また、青年期の課題を発達段階と結び付け

て説明できる。 

 

 

・青年期は自己の内面と現実社会の葛藤の中からア

イデンティティを確立する時期であることを理

解する。また、エリクソンによって定義されたア

イデンティティの概念や、マズローの欲求階層説

について、将来の自己実現と職業生活との関連を

踏まえて説明できる。 

・誰もが多様な生き方・働き方を選択できる社会の

形成について、自己の社会的役割を踏まえて考察

できる。その際、男女が共同して社会に参画し、

共に責任を負うことの重要性を理解する。 

 

・我が国の伝統や文化について知ることが、自己を

形成する上でも重要であることを理解し、伝統や

文化と自己の行動様式との関係について考察で

きる。 

 

・ホッブズ、ロック、ルソーのそれぞれの考え方の

違いを踏まえて社会契約説を理解し、民主政治に

「幸福、正義、公正」などの考え方が、現代社会

の諸課題を考察するための基盤であることを説明

できる。例えば、生命・情報・環境の問題では、時

としてそれぞれの幸福の対立が生じることを理解

し、その課題を調整する際に正義や公正の観点を踏

まえて考察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現代の青年期の意義と具体的な現象について理解

する。青年期はモラトリアムと呼ばれ、社会的な

義務や責任が猶予されていること、現代社会にお

いてはこのモラトリアムが延長してきているこ

となどを、社会的な背景や自らの経験などから説

明できる。また、防衛機制について、具体的な事

例を挙げて説明できる。 

 

・青年期の課題について、エリクソンやハヴィガー

スト、マズロー、ルソー、レヴィンなどの言説を

理解する。また、アイデンティティの確立や自己

実現に向けて、自己を取り巻く人間関係や将来の

職業生活などについて考察し、その過程や結果を

説明できる。 

・現代社会における自己実現とは、積極的な社会参

加や個人が社会的役割を果たすことによって可

能になることを理解し、自らどのように社会的役

割を担うべきかを多面的に考察し、分かりやすく

説明できる。 

・我が国の伝統や文化について深く理解し、伝統や

文化が、自己の行動様式や考え方にどのような影

響を与えているかを説明できる。 

 

 

・社会契約説の内容を、絶対王政や市民革命と関連

付けて理解し、その影響などを説明できる。ロッ
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(2) 

現

代

の

経

済 

 

 

 

 

 

 

貢献について理解させ、国際政治の特質や国際紛

争の諸要因について把握させ、国際平和と人類の

福祉に寄与する日本の役割について考察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 現代経済の仕組みと特質 

 経済活動の意義、国民経済における家計、企業、

政府の役割、市場経済の機能と限界、物価の動き、

経済成長と景気変動、財政の仕組みと働き及び租

税の意義と役割、金融の仕組みと働きについて理

解させ、現代経済の特質について把握させ、経済

活動の在り方と福祉の向上との関連を考察させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

されてきたことを説明できる。 

・主権国家の概念が誕生した経緯と主権国家の要件

を理解する。国際法が必要となった理由を考察

し、その重要性について理解する。 

・国境とはどのようなもので、いかにして決まるの

かを理解する。国家間の紛争の多くが領土問題に

関わるものであることを理解する。日本における

領土問題を通して国家にとって領土とは何かを

考える。 

・冷戦後の新しい国際秩序のあり方について考え

る。人種や民族についての正しい知識と理解を深

めるとともに偏見の問題につても考える。人類に

とって、異なる宗教や文化の尊重が人権保障と平

和の道であることを理解する。 

・国際連合が、二つの世界大戦の反省のもとに設立

されたことを理解する。国連の役割と組織につい

て理解する。国連が取り組む地球規模の問題を解

決するために、私たちにできる協力とは何かを考

える。 

・冷戦期の米ソ関係が核軍縮問題に大きな影響を与

えたことを理解する。冷戦終結後も核廃絶のため

には、多くの問題があることを認識する。人間が

平和を望みながら地上から戦火が絶えない現状

を理解する。恒久平和実現のために、今後の日本

のあり方はどうあるべきか考える。 

・現在の我が国の安全保障について理解するととも

に、国際社会の平和と安全の維持において自衛隊

が果たしている役割について知る。 

 

 

 

・現代の日本の経済及び世界経の動向について関心

を高め、日本経済のグローバル化をはじめとする

経済生活の変化、現代経済の仕組みや機能につい

て理解させるとともに、その特質を把握させ、経

済についての基本的な見方や考え方を見につけ

させる。 

・わたしたちの暮らしを成り立たせている経済の仕

組みを学ぶ。企業活動の目的とその社会的責任に

ついて考える。 

・価格機構が需要と供給の自動調節機能を持ってい

ることを理解する。価格機構が、効率的な資源配

分機能を持っていることに気づく。 

・経済の民主化や傾斜生産方式などの復興政策を理

解し、高度経済成長の要因および高度成長が日本

の社会に与えた影響について考える。 

・一般会計など、財政の基本的仕組みについて理解

する。公平で公正な租税のあり方を考える。公債

残高の増加、少子高齢社会の到来など、財政が今

おける国家と個人について説明できる。 

 

 

・日本国憲法の各条文に則して、自由権、社会権、

平等権などについて理解し、その具体的な内容を

簡潔に説明できる。 

 

・国政選挙における衆参両院の相違点や、国政選挙

と地方選挙との違いについて説明できる。 

 

・我が国の平和主義について、日本国憲法第９条に

明文化された「戦争の放棄」、「戦力の不保持」、「交

戦権の否認」に言及して説明できる。 

 

 

・日本国憲法の成立過程を踏まえて、天皇の地位と

役割、国事行為の具体的内容について説明でき

る。 

 

・日本の政治制度について、議会制民主主義の考え

方とともに、三権それぞれの働きについて理解

し、三権が相互に抑制・均衡の関係にあることを

説明できる。 

・民主社会において、国民の世論が政治に大きな影

響力を有していることを理解し、マス・メディア

が世論形成に果たす役割について知る。 

 

・個人の尊重と幸福追求権について理解し、憲法第

13 条の規定が根拠となって、人格権などの新た

な人権が保障されるようになったことについて

説明できる。 

・ 法とは人々を公正に処遇し、相互の信頼の確保

を目指すものであることを理解し、人の支配と法

の支配の違いについて説明できる。 

 

・司法制度や違憲立法審査制が、法の支配の実現の

ために重要な役割を果たしていることを理解す

るとともに、司法権の独立が重要であることや最

高裁判所が「憲法の番人」と位置付けられる理由

について説明できる。また、裁判員裁判の基本的

な仕組みについて理解する。 

・生命尊重の精神が、現代社会において最も大切な

クやルソーの思想が、各種の人権宣言や我が国の

憲法などにも大きな影響を与えたことを説明で

きる。 

・基本的人権が確立する歴史的経緯を理解し、適切

に説明できる。また、日本国憲法で保障されてい

る基本的人権について、自らの生活と関連させな

がら説明できる。 

・我が国の選挙制度を諸外国と比較しながら理解す

るとともに、国民審査や国民投票など、選挙以外

の政治参加の仕組みについても説明できる。 

・我が国の平和主義をめぐる憲法解釈について、最

高裁の判例などに基づいて理解を深めるととも

に、我が国の安全と世界の平和の維持が不可分で

あることを現代の世界の状況を踏まえて説明で

きる。 

・大日本帝国憲法と日本国憲法とを比較して、我が

国における天皇の地位と役割がどのように変化

したのか、国民主権との関連を踏まえて説明でき

る。 

・議会制民主主義に基づく日本の政治機構につい

て、諸外国の制度との違いを明らかにして説明で

きる。 

 

・国民の世論形成に影響を与えるマス・メディアの

働きについて理解し、主体的な政治参加の基礎と

なるメディア・リテラシーを身に付ける。 

 

・日本国憲法に基づいて、基本的人権が永久不可侵

の権利であることを理解し、明治憲法下における

法律の留保規定と比較しながら、国家権力による

人権不可侵の原則を説明できる。 

・法の支配とは、為政者による恣意的支配を排除し、

合理的な議論に基づく統治を目指すものである

ことを理解し、法の支配と法治主義の違いを歴史

的事実を踏まえて説明できる。 

・国民の権利を守り社会の秩序を維持するために、

法に基づく公正な裁判の保障が必要であること

や、公正な裁判のためには司法権の独立が不可欠

であることを説明できる。また、現行の司法制度

改革における議論の内容と現状について、社会的

背景を踏まえて説明できる。 

・生命への畏敬について、シュバイツァーの思想な
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イ 国民経済と国際関係 

 貿易の意義、為替相場や国際収支の仕組み、国

際協調の必要性や国際経済機関の役割について理

解させ、グローバル化が進む国際経済の特質につ

いて把握させ、国際経済における日本の役割につ

いて考察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日抱えている課題について考える。 

・金融とは何か、その仕組みと役割を理解する。中 

央銀行の役割と金融政策の目的および手段につ

いて理解を深める。金融自由化の動きについて理

解する。 

・日本国憲法第 25 条の生存権の概念に立脚して現

在の社会保障制度が整備されてきたことを理解

する。社会保険や公的扶助などの社会保障制度の

意義を理解し、日本の社会保障制度の抱える課題

について考える。 

・農業関連法を中心に日本農政の変遷について理解

する。食糧自給率低下による日本の食糧事情の現

実と食糧の安全性について考える。 

・勤労権と労働三権を理解し、それらを守る労働三

法について理解する。これまでの日本の労働市場

と現在の雇用制度の変化を理解する。労働をめぐ

る状況の変化について認識し、どのような労働問

題が発生しているかを考える。 

・日本の公害について四大公害を中心に具体例を理

解する。公害関係の法律の制定から政府の取り組

みを理解する。現代社会における消費生活の現状

を把握し消費者主権について理解する。消費者保

護政策を理解させ企業の社会的責任について考

える。 

 

 

・経済のグローバル化が進む中、どのような課題が

あるのか考える。 

・世界的な規模で自由な経済活動が拡大している

中、国によって貧富の格差があるのはなぜか、ま

た、解決に向けてできることは何か考える。また、

国際経済問題の解決には地球規模での連携が必

要であることを理解する。 

・グローバル化が進展する国際社会における政治や

経済の動向に触れながら、人権、国家主権、領土

に関する国際法の意義、人種・民族問題、核兵器

と軍縮問題、我が国の安全保障と防衛及び国際貢

献、経済における相互依存関係の深まり、地域的

経済統合、南北問題など国際社会における貧困や

格差について理解させ、国際平和、国際協力や国

際協調を推進する上での国際的な組織の役割に

ついて認識させるとともに、国際社会における日

本の果たすべき役割及び日本人の生き方につい

て考察させる。 

 

 

価値であり、現代社会の様々な仕組みの中に反映

されていることを理解する。 

・自らの自由や権利を主張するということは、同時

に他者に対しても同様の自由や権利を認めるこ

とが前提となることや、責任・義務を果たすこと

によって自己の個性を生かすことができること

を具体的な事例を通して理解する。 

・具体的な事例を通して、人間の尊厳についての理

解を深め、人間は互いにかけがえのない人格とし

て平等であることを知る。 

 

・現代の経済社会において、情報関連産業の発展が

与える影響について理解するとともに、経済のソ

フト化、サービス化について説明できる。 

 

・市場の仕組みについて理解し、完全競争の下では、

資源が効率的に配分されるが、現実の市場におい

ては様々な要因により価格メカニズムが十分に

機能しない場合があることを事例を挙げて説明

できる。 

・財政の役割である、資源配分、景気調整、所得再

分配の三つの機能について説明できる。今の我が

国の財政政策が、国債に依存して実施されている

ことを理解する。 

・金融の仕組みについて、間接金融と直接金融の違

いを説明できる。また、公開市場操作による金融

政策の内容を理解し、市場に流れる通貨供給量と

の関係を説明できる。 

・戦後の我が国の景気循環とその背景について理解

し、高度経済成長を生み出した諸要因を労働力や

技術進歩などの視点から説明できる。 

・我が国において戦後構築されてきた終身雇用制や

年功序列制などの仕組みを理解し、これらの制度

が近年崩れてきた要因について説明できる。 

 

・日本の社会保障制度は、憲法第 25 条を柱に社会

保険・公的扶助・社会福祉・公衆衛生の四つから

成り立っていることを理解する。特に、社会保険

の財源には、租税と保険料があることを理解し、

税方式と保険料方式の相違点などについて説明

できる。 

・現代の企業には、利潤の追求とともに、環境への

どを基に考察を深め、その精神を自らの社会生活

において生かせるようにする。 

・自由や権利の行使に際しては、基本的人権の保障

とともに、他者の権利や公共の利益との調和を図

る必要があることについて、具体例を挙げて説明

できる。 

 

・カントの思想などを通じて、人間が互いの人格を

目的として尊重し合えるような社会を構築する

ことが重要であることを理解する。 

 

・産業構造の変化や経済のグローバル化を通じて、

戦後の資本主義経済がどのように変容してきた

かについて、世界経済の動向を踏まえて説明でき

る。 

・市場における価格メカニズムについて、需要曲線

と供給曲線のグラフを活用して説明できる。プラ

イスリーダーや価格の下方硬直性などの言葉を

使用して「市場の失敗」を理論的に説明できる。 

 

・ビルト・イン・スタビライザーやフィスカルポリ

シーなど、財政に関する理論を理解するととも

に、日本の財政の現状について、財政健全化の必

要性を踏まえて説明できる。 

・現代における金融の自由化やコール市場の発展に

ついて、先進国経済の動向を踏まえて説明でき

る。また、日本の金融の特徴について、他の先進

国と比較しながら説明できる。 

・現在の我が国において、景気浮揚を図るために政

府が行う経済政策について、具体例を示して説明

できる。 

・少子高齢社会における雇用・労働問題について、

経済社会の動向を踏まえ、ワーク・ライフ・バラ

ンスやワーク・シェアリングなどの考え方にも言

及して説明できる。 

・日本の社会保障制度が抱える様々な課題について

理解する。年金制度については、賦課方式と積立

方式の違いを理解し、現在の日本の年金制度で

は、少子高齢化の進行に伴う世代間不公平や財源

不足などの問題が生じる可能性が高いことにつ

いて説明できる。 

・経済発展と環境保全を両立させるために、個人や
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ア 現代日本の政治や経済の諸課題 

 少子高齢化社会と社会保障、地域経済の変貌と

住民生活、雇用と労働を巡る問題、産業構造の変

化と中小企業、農業と食糧問題などについて、政

治と経済とを関連させて探求させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 国際社会の政治や経済の諸課題 

 地球環境と資源・エネルギー問題、国際経済関

係格差の是正と国際協力、人種・民族問題と地域

紛争、国際社会における日本の立場と役割につい

て、政治と経済とを関連させて探求させる。 

 

 

 

・政治や経済等に関する基本的な理解を踏まえ、持

続可能な社会の形成に参画することの重要性に

ついて理解し、現代に生きる私たちにとって、今

何が求められているのか、理解し、考える。 

・国民の生活が経済や政治と密接に関わっているこ

とを理解させるとともに、国民生活の向上と民主

化の進展について考えさせ、民主社会の倫理につ

いて自覚を深めさせる。 

・現代の経済社会の変容などに触れながら、市場経

済の機能と限界、政府の役割と財政・租税、金融

について理解を深めさせ、経済成長や景気変動と

国民福祉の向上の関連について考察させる。ま

た、雇用、労働問題、社会保障について理解を深

めさせるとともに、個人や企業の経済活動におけ

る役割と責任について考察させる。 

 

 

・世界の情勢を概観して、国際関係を動かす基礎と

なる事柄や国際社会における日本の地位と役割

について理解させるとともに、現代の世界と日本

に関わる基本的な課題について総合的に考察さ

せる。 

・「幸福、正義、公正」などの考え方が、現代社会

の諸課題を考察するための基盤であることを知

り、様々な地球的諸課題にどのように向かい合っ

ていけば良いのか理解する。 

・政治、経済、国際社会の学習を通して、何に配慮

し、どのように調整しながらルールを整えていけ

ば良いのか考える。 

配慮、メセナやフィランソロピーなどの社会的責

任が求められていることについて説明できる。 

 

 

 

・グローバル化の急速な進展が、人々の生活の利便

性を向上させただけでなく、経済格差の広がりな

どの負の側面をもつことについて説明できる。 

 

・国際社会において、主権国家の利害を調整し、国

際協調の推進と国際問題の解決に向けて、国際連

合などの国際的な組織の果たす役割が増大して

いることを具体的な事例を挙げて説明できる。 

 

 

・近年の国際的な民族紛争について、紛争発生の背

景となる人種・民族対立について理解する。また、

国際社会における文化や宗教の多様性について

理解し、それぞれの文化を互いに尊重する態度を

身に付けることが重要であることを知る。 

・核兵器の開発・配備が国際社会に及ぼす影響や国

連を中心とする軍縮への取組について理解する。

また、核拡散防止条約、部分的核実験停止条約や

包括的核実験禁止条約などが締結された意義や

その背景について理解する。 

・冷戦後の国際情勢などを踏まえ、我が国の安全保

障に向けた多角的な努力や、自衛隊による国連の

平和維持活動への参加など、国際貢献に向けた現

実の取組について、事例を挙げて説明できる。 

 

 

・情報通信技術の発達や世界的な規制緩和の動きを

理解するとともに、経済の国際化について、身近

な商品の流通などの事例を踏まえて説明できる。 

 

・国際的な経済の相互依存関係の深まりについて理

解し、世界各地に広がる地域的な経済統合の動き

について、具体的事例を踏まえて説明できる。 

 

・戦後の国際経済の動向を理解するとともに、経済

のグローバル化がもたらす地域間・国家間経済格

差の問題や、南北問題などの諸課題の解決に向け

企業が取り組むべき課題について、具体例を挙げ

て説明できる。 

 

 

 

・冷戦終結後の急速なグローバル化の進展について

歴史的背景を踏まえて考察し、グローバル化のも

たらす諸課題について説明できる。 

 

・人権、国家主権、領土などに関する現在の課題と

背景について理解するとともに、その解決に向け

た国際的な取組について説明できる。 

 

 

 

・旧ユーゴスラヴィアやコソボなどの事例を基に、

人種・民族問題発生の背景や原因、近年の難民問

題などについて考察し、紛争を回避するために必

要な考え方や国際機関などの果たすべき役割に

ついて説明できる。 

・冷戦末期に戦略兵器削減条約や中距離核戦略全廃

条約が締結されたことについて、その背景を理解

する。また、化学兵器禁止条約やクラスター爆弾

禁止条約の締結など、核兵器以外の分野のおける

国際的な軍縮問題について説明できる。 

・冷戦期から冷戦後、現在に至るまでの国際社会の

動向を踏まえて、地球規模の問題解決のためには

様々なレベルでの国際協力が求められているこ

とを理解し、食料の安定確保なども含む我が国の

総合的な安全保障の重要性について、国際協調の

立場から説明できる。 

・経済の国際化が急速に進展している背景について

理解し、国際経済問題の解決には地球規模での連

携が必要であることについて、具体例を挙げて説

明できる。 

・国際的な自由貿易体制を維持・発展させることが

世界経済の重要課題であることについて、その背

景や影響とともに、地域経済統合や自由貿易協定

などの用語を使用して説明できる。 

・国際経済の諸課題について、歴史的経緯を踏まえ

て考察し、南北問題などを解決するために国際機

関や非政府組織が果たしてきた役割を整理した


